
第６学年１組 道徳科学習指導案 

 平成３０年１２月７日（金）第５校時 

    在籍 男子１８名 女子１４名 計３２名 

授業者 有泉 美菜 

 

１ 主題    明るく生きる  内容項目【Ａ 正直、誠実】 

 

２ 本時のねらい 人は時として判断に迷うことがあるが、その心の内やその後の行動を考え、誠実という道徳

的価値の意義を話し合い、理解する活動を通して、どのような状況にあっても、常に誠実に

行動し、明るい生活をしようとする心情を育てる。 

教材名    手品師 （出典「新しい道徳６」東京書籍） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいや指導内容について 

小学校５年生及び６年生の指導の観点は、「誠実に、明るい心で生活すること。」である。誠実に行動する

ためには、自己の過ちを認め、改めていく素直さとともに、何事に対しても真面目に真心を込めて、明るく

楽しい生活を心掛けようとする姿勢を持つことが大切である。過ちや失敗は誰にも起こり得ることである。

その時にうそを言ったり、ごまかしをしたりすることがある。このことによって、他者の信頼を失うばかり

か自分自身の中に後悔や自責の念、強い良心の呵責などが生じる。それらを乗り越えようとすることが正直

な心であり、自分自身に対する真面目さであり、伸び伸びと過ごそうとする心のすがすがしい明るさでもあ

る。このような誠実な生き方を大切にする心を育てていくことが重要である。 

指導に当たっては、よくないことと知りつつも自分の意に反して周囲に流されてしまうことや傍観者とし

て過ごしてしまうことは、決して心地の良いものではなく、後ろめたさから、誇りや自信を失ってしまうこ

とが考えられるようにしていく。より明るい心で行動し、真面目さを前向きに受け止めた生活を大切にする

ことで自己を向上させることや自信につながっていくことを指導することが必要である。 

 

（２）これまでの学習状況及び児童の実態について 

   本学級の児童は、あいさつや返事を元気にすることができ、明るい前向きな生活をしている児童が多い。

６年生になり、４月から最高学年として、学校行事や縦割り班活動、委員会、クラブ活動などを行ってきた。

学校のリーダーとしての自覚を持ち、役割を果たそうと誠実に真面目な態度で意欲的に取り組んでいる。し

かし、時としてその場に応じた臨機応変な挨拶やお辞儀など礼儀を欠いてしまう児童がいる。また、提出物

の期限を守れなかったり、宿題を忘れてしまったりしたときに正直に話したり、謝ったりすることが難しい

児童もいる。友人とのトラブルでは、事実や自分の気持ちを正直に言えず、誠実な行動を執ることができな

い場面も見られる。以上の様子から、誠実に明るく生活することの大切さについて大多数の児童は理解して

いるが、実際の生活の中では、自分自身が責められたり、不利な立場を回避しようとしてうそを言ったり、

ごまかしをしたりして、一時しのぎをしてしまう児童がいると考えられる。 

   そこで、この学習に関わる実態調査をおこなったところ、結果は次のりになった。(11 月 26 日実施) 

⑴「誠実」と聞いて、どのような意味を思い浮かべますか。 

・素直 ・誠   ・うそをつかない ・きれいな心    ・きちんとしている  

・正直 ・真面目 ・約束を守る   ・相手のことを思う ・裏切らない     など 

⑵ ①約束を守れたこと ②約束を守れなかったこと 

・提出物の期限 ・日記を書く 

・時間を守った   など        
・勉強をしなかった  ・提出物の期限 ・やるべきことやらなかった 

・ゲームをやめる時間 ・帰る時間   ・宿題をしなかった    など 



⑶うそをついたりごまかしをしたりして心が苦しくなった経験はありますか。 ある…22人  ない…10人 

ある→どんな時か。      ・しかられたとき ・自分がしてしまったことをしてないと言った 

・物を壊したとき ・物をなくしたとき ・本音を言えなっかた など 

ない→なぜ、そう思うか。 ・うそついてはいけないから ・ひどいことだから ・必要なうそしか言わない など  

実態調査の結果を見ると、実生活では、利害関係などから不誠実な言動を取ったり、自己防衛や自己顕示の

欲求から、他に対してうそをついたり、ごまかしたりする児童がいることがわかる。そこで、本時では「誠実

に行動する」ことについて考えながら、自己を見つめ、自己の生き方への考えを深めていく。誠実に行動する

ことで自己のよさを伸ばすことや自己肯定につながっていくことに気づき、明るく生活しようとする意欲を喚

起したい。 

 

（３）教材の特質や活用方法について 

本教材は、あまり売れない手品師が大劇場のステージに立てるチャンスを捨て、男の子と交わした約束を守

るという内容の話である。本時の導入場面で学習問題「誠実に行動するとはどういうことなのだろう。」と問い

かけ、ねらいとする道徳的価値への意識づけをする。本教材を活用し、児童一人一人が手品師の立場になって

考えることで、多面的・多角的な意見を出し合い、話し合いで手品師の心の葛藤をしっかりと見つめ、自己を

振り返り「誠実に行動する」ということをじっくり考えさせる。 

本学級の児童の実態を受け、主に次の場面を中心に話し合うこととする。 

① 男の子と約束した後に、友人から大劇場に出られるという誘いの電話があった場面 

ここでは、手品師になって、「大劇場の夢をかなえる」か「男の子の約束を守る」のどちらかの立場にな

り、自分ならどうするかを考え、話し合う。 

② たった一人のお客様の前で手品をしている場面 

ここでは、誠実に行動した手品師のすがすがしい気持ちに共感させる。 

この２つの場面を通して、手品師の今までの言動から、手品師が大切にしたことを考えることでねらいに迫

れるようにする。また、手品師の大切にしたことが、本時の問題の答えになることをおさえ、ねらいとする道

徳的価値への理解を図る。 

 以上の理由から、本題材を設定した。 

 

４ 研究主題との関わり 

  

 

【仮説】 

 本時の道徳的価値に関する学習問題を設定し、考えを深めたり、自己を見つめたりして、価値に迫ることが

できれば、誠実に明るく生活していこうという心情が育まれ、自己定感を高めることができるだろう。 

【手立て】 

学習の方法 

本時では、道徳的価値へより深く迫るために、問題解決が中心の学習を展開する。「誠実に行動するとは、ど

ういうことなのだろう。」という問題で本時の学習を行う。 

教材文の活用 

主人公の立場になって、考えを深め、自己の生き方を見つめさせる。教材文の葛藤場面で、立場を明確にし、

話し合いをすることで、「誠実に行動する。」ということを考えさせる。誠実に行動することで、すがすがしく

明るく生活することができ、健康的で積極的に自分らしさを発揮し、自己を向上させることや自信につながっ

ていくことができると考えさせる。 

 他の活動との関連 

研究主題    自己肯定感を高める道徳教育～授業づくりを通して～ 



誠実に行動することができる実践的な場面を、朝や帰りの会、他教科の中で意図的に設定する。そして、

その行動を紹介し、その誠実さが他の人の明るい生活につながっていることを理解させる。一人一人の誠実

な生き方がみんなと楽しい生活を送れるようにしていることに気づかせる。 

 

５ 学習指導過程 

段

階 
学習活動・主な発問 予想される児童の発言 

指導上の留意点 

☆評価の観点 

導 

 

入 

 

１ 「誠実」について考える。 

・「誠実」とは、どういうことなのだろう。 

 

○アンケート結果 

 

 

 

・真面目。  ・素直。 

・誠。 

 

 

・アンケート結果を掲示し、ねらいとする価

値への方向付けをする。 

      

 

 

 

展  

 

開 

 

２ 資料について知る。 

○手品師の紹介 

 

 

 

 

３ 教材「手品師」の読み聞かせを聞き、

手品師の葛藤場面を中心に話し合

う。 

 

（１）友人から大劇場の舞台に出られる

という誘いの電話がありました。手

品師はどうしたでしょうか。 

大劇場の夢 ⇔ 男の子との約束 

(補助発問) 

・もう、こんなチャンスはないかもしれ

ないですが、いいのでしょうか。 

・夢が現実になりそうな時、どんなこと

が頭に浮かんだでしょうか。 

 

 

（２）なぜ、手品師は男の子との約束を選

んだのでしょうか。 

 

○話し合い（グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大劇場の夢をかなえる） 

・こんなチャンス二度とない。 

・自分の夢をかなえたい。 

・努力を無駄にしたくない。 

・生活を変えたい。 

（男の子との約束を守る） 

・約束は守らなければ。 

・男の子を悲しませたくない。 

 

 

 

・自分にとっては大事な約束。 

・男の子の気持ちになって。 

・うそをつきたくなかった。 

・先に約束していたから。 

・すっきりする。 

・すがすがしい。 

・いい気持ち。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男の子と会う約束をしていて、男の子が楽

しみしていることをおさえる。 

・迷っている手品師になりきって考えるよ

う助言する。 

・大劇場の夢に気持ちが大きく傾くことを

おさえる。 

・出てきた意見を分類ごとに板書する。 

☆迷っている手品師に共感し、話し合って

いる。 

 

 

・他から見ると小さい約束でも手品師にと

って大切な約束であることをおさえる。 

 

・手品師の充実した気持ちも考えさせる。 

○話し合い（グループ）…３分 

 

 

 

[主人公] 手品師  …売れない日々。くらしは楽ではない。「はなやかに手品をやりたい。」大劇場への夢を持ち、腕を磨いている。 

[登場人物] 男の子 友人(電話) 

＜条件・情況＞ 手品師は、自分の手品を楽しみにしている男の子と明日会う約束をする。しかし、友人からの電話で、夢の大劇場

のステージに立つチャンスが舞い込んでくる。大劇場の夢をかなえるか、男の子との約束を守るのか、手品師は迷い

に迷ってしまう。手品師はどうしていくのだろう。 

誠実な生き方について考えよう。 



（３）手品師は、どんな生き方を大切にし

たのでしょうか。 

 

 

 

 

４ 問題に対する自分の考えを深め、自

己を見つめる。 

・「誠実な生き方」への意見や感想を書き

ましょう。 

○ワークシート記入 

○話し合い（クラス） 

・嘘をついたり、ごまかしたりし

ないで、正直に生きること。 

・約束を守ること。 

・相手を大切に思い、優しく接す

ること。 

 

 

・気持ちよく生活していくため

にとても大切なこと。 

・自分も誠実に生きていきたい

と思った。 

・手品師は、とてもいい人だと思

った。自分もそうなりたい。 

・男の子への思いを通して、手品師の誠実な

生き方をおさえる。 

 

 

 

 

 

・時間配分に気をつける。 

○ワークシート…５分 

○クラス（話し合い）…５分 

 

☆誠実な生き方について考えを深め、自己

を見つめている。 

 

終 

末 

５ 教師の説話を聞く。 

・夏目漱石の言葉「自分に誠実でないもの

は、決して他人に誠実であり得ない。」

を知っていますか。 

（参考『私たちの道徳』ｐ39．40） 

 ・誠実に生きることは、明るく自信を持って

生きるために大切であり、自分自身をよ

り高め、肯定することに繋がっていくと

いうことを伝える。 

 

 

６ 他の教育活動との関連 

事前指導  

 

 

 

 

 

道徳の時間  

 

 

 

 

 

 

事後指導 

(４月 学級指導) 

・明るい学校生活を過ごしてい

けるように、いつも素直に協力

して活動するように伝える。 

(１２月) 

教材名「手品師」 

(１２月～３月 帰りの会) 

・「今日のきらり」のコーナー

で、真面目に行動している児童

の姿やごまかしをせずに正直に

行動していた児童を称賛し、誠

実な行動を具体的に紹介して、

認め合っていくようにする。 

 どのような状況にあっても、

常に誠実に行動し、明るい生活

をしようとする心情を育てる。 (毎日 振り返りジャーナル) 

・毎日、自分自身を振り返り、

自分の行動について見つめなお

すようにする。 

 

 

家庭との連携 

学級通信や保護者会で学校生活の中で誰が見ていなくても真面目に行動している児童の姿や、うそやごまかしをせず

に正直に行動していた児童の様子を紹介し、保護者に伝える。あわせて、日常生活の場面で、誠実に行動し、明るい生

活をしようとしている場面があったら称賛していただけるようにお願いする。これらのことをこれから迎える冬休みの

生活や中学校生活に向けて、生かせるように働きかけていく。 

 

７ 評価の視点 

 【物事を多面的・多角的に見ている様子】 

  ・迷っている手品師になり、手品師の思いを考え、話し合っている。 

 【道徳的価値への理解を自分との関わりで深めている様子】 

  ・手品師の生き方を通して、誠実に生きることのよさを自分なりに考え、深めている。 

 

 

 

 

 



８ 板書計画 
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